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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】リチウム電池の爆発を防止するための、電池の
破裂板を提供する。
【解決手段】板本体を含み、板本体に、閉じた環状の溝
リング１１が形成され、板本体には溝リングで囲まれた
領域内に位置する反転体１２が形成され、溝リング内に
は閉じていない環状の刻み目１３が設けられ、刻み目は
溝リングの周囲方向に沿って囲まれ、刻み目の両端間の
溝リングの部分に、反転体を反転させるための接続セク
ション１４が形成されている。板本体に、その内部に閉
じていない環状の刻み目が設けられた溝リングを設ける
ことによって、破裂板の剛性を増加でき、受けた圧力が
臨界点に達しない場合、破裂板が変形しにくいため、リ
チウム電池内部の圧力への影響が回避され、圧力が事前
に設定された臨界点に達する場合、破裂板は刻み目の箇
所で発破し、反転体は接続セクションの周りで反転し、
この時、反転体の元の位置に穴が形成され、リチウム電
池内部の異常ガスが穴からリアルタイムに排出される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一体形成された板本体を含み、前記板本体に、閉じた環状の溝リングが形成され、前記
板本体には前記溝リングで囲まれた領域内に位置する反転体が形成され、前記溝リング内
には、閉じていない環状の刻み目が設けられ、前記刻み目は前記溝リングの周囲方向に沿
って囲まれ、前記刻み目の両端間の前記溝リングの部分に、前記反転体を反転させるため
の接続セクションが形成されていることを特徴とする破裂板。
【請求項２】
　前記板本体に１つの前記溝リングが形成され、前記溝リングで囲まれた領域内に前記反
転体が１つだけ形成されていることを特徴とする請求項１に記載の破裂板。
【請求項３】
　前記溝リングは、長さセクションおよび幅セクションを有する長方形であり、前記接続
セクションは前記溝リングの長さセクションに位置することを特徴とする請求項２に記載
の破裂板。
【請求項４】
　前記板本体に２つの前記溝リングが形成され、２つの前記溝リングが並んで配置され、
各前記溝リングで囲まれた領域内に前記反転体が１つだけ形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の破裂板。
【請求項５】
　２つの前記溝リングの隣接する部分が互いに重なり合い重復セクションが形成されてい
ることを特徴とする請求項４に記載の破裂板。
【請求項６】
　２つの前記溝リングの２つの前記接続セクションは、それぞれ前記重復セクションに対
向する溝リングに位置することを特徴とする請求項５に記載の破裂板。
【請求項７】
　前記板本体は、前記溝リングの外周に形成された閉じた環状の接続リングを含むことを
特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の破裂板。
【請求項８】
　前記反転体の厚さは、前記接続リングの厚さ以上であることを特徴とする請求項７に記
載の破裂板。
【請求項９】
　前記刻み目は、前記溝リングの中央に形成されていることを特徴とする請求項１～６の
いずれか一項に記載の破裂板。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、電池の防爆技術分野に関し、特に電池の破裂板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、電子製品の小型化、軽量化、および携帯性の向上に伴って、カメラ、ノートブッ
ク、携帯電話などの電子製品の駆動電源も高容量、高安全性および軽量化が求められ、リ
チウム電池はその高容量などの優れた特性により、電子製品に広く応用されている。
　リチウム電池は、ケース、カバーおよびコアなどを備え、コアはケースの内部に配置さ
れ、ケースの上端は上端開口部を有し、カバーはケースの上端の開口部を閉じ、カバーに
はポートが設けられ、リチウム電池はポートを介して外部に給電する。
【０００３】
　コアはリチウム電池の蓄電素子として使用され、リチウム電池を使用する時、充電器や
リチウム電池内の化学反応などの要因により、ケース内に異常ガスが発生し、リチウム電
池のケースの内圧が大きくなり、ケースの内圧が上昇し続けると、リチウム電池の内圧が
大きくなりすぎるため、リチウム電池の爆発事故が発生し、電子製品が損傷したり、ユー
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ザーが負傷したりする可能性がある。
【０００４】
　リチウム電池の爆発を防止するために、通常、リチウム電池のカバーに破裂板が配置さ
れ、リチウム電池の内圧が一定値を超えると、破裂板が破裂し、リチウム電池内の異常ガ
スが漏れて、リチウム電池内部の圧力が低下し、過大の内圧によるリチウム電池の爆発を
防ぎ，リチウム電池をより安全に使用することができる。
　電池内部から印加された臨界点に達しない圧力を受ける場合、破裂板自体が変形しやす
いため、電池の内部容積が増加し、破裂板の発破時間が遅くなり、リチウム電池の発破機
構がリアルタイムに反応できず、その結果、電池が爆発する危険をもたらす。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案による破裂板は、従来技術において、破裂板が変形しやすいため、電池の内部容
積が増加し、破裂板の発破時間が遅くなり、リチウム電池の発破機構がリアルタイムに反
応できず、その結果、電池が爆発する危険をもたらすという問題を解決することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案は、一体形成された板本体を含み、上記板本体に、閉じた環状の溝リングが形成
され、上記板本体には上記溝リングで囲まれた領域内に位置する反転体が形成され、上記
溝リング内には、閉じていない環状の刻み目が設けられ、上記刻み目は上記溝リングの周
囲方向に沿って囲まれ、上記刻み目の両端間の上記溝リングの部分に、上記反転体を反転
させるための接続セクションが形成されている破裂板によって実現される。
【０００７】
　さらに、上記板本体に１つの上記溝リングが形成され、上記溝リングで囲まれた領域内
に上記反転体が１つだけ形成されている。
　さらに、上記溝リングは、長さセクションおよび幅セクションを有する長方形であり、
上記接続セクションは上記溝リングの長さセクションに位置する。
　さらに、上記板本体に２つの上記溝リングが形成され、２つの上記溝リングが並んで配
置され、各上記溝リングで囲まれた領域内に上記反転体が１つだけ形成されている。
【０００８】
　さらに、２つの上記溝リングの隣接する部分が互いに重なり合い重復セクションが形成
されている。
　さらに、２つの上記溝リングの２つの上記接続セクションは、それぞれ上記重復セクシ
ョンに対向する溝リングに位置する。
　さらに、上記板本体は、上記溝リングの外周に形成された閉じた環状の接続リングを含
む。
　さらに、上記反転体の厚さは、上記接続リングの厚さ以上である。
　さらに、上記刻み目は、上記溝リングの中央に形成されている。
【考案の効果】
【０００９】
　従来の技術と比べて、本考案による破裂板は、板本体に、その内部に閉じていない環状
の刻み目が設けられた溝リングを設け、刻み目の両端間の溝リングの部分で接続セクショ
ンを形成し、溝リング内に反転体を形成することによって、破裂板の剛性を増加でき、受
けた圧力が臨界点に達しない場合、この高剛性の破裂板が変形しにくいため、リチウム電
池内部の圧力への影響が回避され、圧力が事前に設定された臨界点に達する場合、破裂板
は刻み目の箇所で発破し、それによって、反転体は接続セクションの周りに反転し、この
時、反転体の元の位置に穴が形成され、リチウム電池内部の異常ガスが穴からリアルタイ
ムに排出され、リチウム電池の爆発の危険が回避され、面積の大きい破裂板が変形しやす
く、電池内部の容積が増加し、破裂板の発破時間が遅くなり、リチウム電池の発破機構が
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リアルタイムに反応できず、その結果、電池が爆発する危険をもたらすという問題を解決
する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案の実施例による破裂板の板本体に１つの発破ユニットを配置する場合の平
面概略図である。
【図２】図１の線Ａ－Ａに沿った断面図である。
【図３】本考案の実施例による破裂板の板本体に２つの発破ユニットを配置する場合の平
面概略図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　本考案の目的、技術的解決手段および利点をより明らかにするために、以下、図面およ
び実施例に合わせて本考案をより詳細に説明する。ここで説明される具体的な実施例は本
考案を解釈するためのものに過ぎず、本考案を限定するためのものではないことを理解す
べきである。
【００１２】
　以下、具体的な実施例を参照して本考案の実現を詳細に説明する。
　本実施例の図面における同一または類似の参照番号は、同一または類似の構成要素に対
応する。なお、本考案の説明において、「上」、「下」、「左」、「右」など用語によっ
て指示される配向または位置関係は、図面に示された配向または位置関係に基づき、本考
案を簡略化するためのものに過ぎず、言及された装置または部材が特定の配向を有し、特
定の配向で構築および操作されなければならないことを指示または示唆することを意図し
ないので、図面において位置関係を記述するための用語は例示のみを目的として使用され
、本考案を限定するものと解釈されるべきではなく、当業者であれば、上記用語の特定の
意味は特定の状況に応じて理解され得る。
【００１３】
　図面を参照し、本考案の好ましい実施例が提供される。
　本考案による破裂板は、リチウム電池の破裂板が指向性発破を達成するのが難しく、発
破後の破裂板が多くの破片を生じるという問題を解決し、本実施例に限定されず、他の種
類の電池にも適用され得る。
【００１４】
　破裂板は、一体形成された板本体を含み、板本体に閉じた環状の溝リング１１が形成さ
れ、本実施例において、溝リング１１の幅はどこでも等しい。板本体には溝リング１１で
囲まれた領域内に位置する反転体１２が形成され、溝リング１１内には閉じていない環状
の刻み目１３が設けられ、刻み目１３は溝リング１１の周囲方向に沿って囲まれ、刻み目
１３の両端間の溝リング１１の部分で、反転体１２を反転させるための接続セクション１
４を形成する。
【００１５】
　板本体に、その内部に閉じていない環状の刻み目１３が設けられた溝リング１１を設け
、刻み目１３の両端間の溝リング１１の部分で接続セクション１４を形成し、溝リング１
１内に反転体１２を形成することによって、破裂板の剛性を増加でき、受けた圧力が臨界
点に達しない場合、この高剛性の破裂板が変形しにくいため、リチウム電池内部の圧力へ
の影響が回避され、圧力が事前に設定された臨界点に達する場合、破裂板は刻み目１３で
発破し、それによって、反転体１２は接続セクション１４の周りで反転し、この時、反転
体１２の元の位置に穴が形成され、リチウム電池内部の異常ガスがその穴からリアルタイ
ムに排出され、リチウム電池の爆発の危険が回避され、破裂板が変形しやすくおよび剛性
の大きい破裂板がリアルタイムに発破し、リチウム電池が爆発する危険をもたらすという
問題を解決する。
【００１６】
　本実施例において、板本体に１つの溝リング１１が形成され、この溝リング１１に囲ま
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れた領域内に反転体１２が１つだけ形成される。リチウム電池の内圧が大きすぎると、溝
リング１１内の刻み目１３が割れ、リチウム電池内部の異常ガスが反転体１２の反転後に
形成された穴から排出され、その結果、リチウム電池がより安全に使用できる。ここで、
溝リング１１のサイズは、実際の必要に応じて設定することができる。
【００１７】
　具体的には、溝リング１１は、長さセクションおよび幅セクションを有する長方形であ
り、接続セクション１４は溝リング１１の長さセクションに位置する。こうして、反転シ
ートが反転される時に、必要な空間の高さが比較的小さくなり、破裂板が配置されたリチ
ウム電池は、装置の内部に容易に設置される。
【００１８】
　本実施例において、板本体に２つの溝リング１１が形成され、２つの溝リング１１が並
んで配置され、各溝リング１１で囲まれた領域内に反転体１２が１つだけ形成される。こ
うして、溝リング１１の全面積が一定である場合、溝リング１１をより小さく設定でき、
溝リング１１内に配置される反転体１２もより小さく設定でき、破裂板を使用しやすい。
実際の必要に応じて、溝リング１１を３つ以上に設定することができる。
【００１９】
　具体的には、２つの溝リング１１の隣接する部分は互いに重なり合い重復セクションを
形成する。リチウム電池の内圧が大きすぎる場合、２つの反転体１２をそれぞれ反転する
と、形成された２つの穴が互いに連通して１つの大きな穴を形成し、それによって、リチ
ウム電池内部の異常ガスをより迅速に排出することができる。
【００２０】
　具体的には、２つの溝リング１１の２つの接続セクション１４は、それぞれ重復セクシ
ョンに対向する溝リング１１に位置する。こうして、リチウム電池の内圧が大きすぎると
、２つの反転体１２が相対的に両側に反転され、それによって、圧力をより迅速に解放し
、リチウム電池の爆発を回避することができる。
【００２１】
　本実施例において、板本体は、溝リング１１の外周に形成された閉じた環状の接続リン
グ１５を含む。この接続リング１５は、内側が溝リング１１に接続され、外側がトップカ
バーに接続されるため、反転シートをトップカバーにシームレスに接続でき、反転シート
を使用しやすい。
【００２２】
　具体的には、反転体１２の厚さは、接続リング１５の厚さ以上である。こうして、発破
の剛性および強度をさらに高め、破裂板の変形を回避するとともに、破裂板の発破過程中
に反転体１２が損傷し、発破の破片が発生し、その後の清掃および交換の難易度を高める
状況を回避することができる。
【００２３】
　本実施例において、刻み目１３は、溝リング１１の中央に形成される。こうして、溝リ
ング１１がリチウム電池内部の圧力を受けると、溝リング１１の中央に位置する刻み目１
３がリアルタイムに割れ、その結果、反転体１２がリアルタイムに反転でき、リチウム電
池内部の圧力がリアルタイムに排出できる。
【００２４】
　上記は本考案の好適な実施例に過ぎず、本考案を限定するものではなく、本考案の精神
および原則においてなされたあらゆる変更、等価取替及び改良等は、本考案の保護範囲に
含まれるはずである。
【符号の説明】
【００２５】
　　１１　溝リング
　　１２　反転体
　　１３　刻み目
　　１４　接続セクション
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　　１５　接続リング

【図１】

【図２】

【図３】
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